
 

 

 

 

 

 

 １／１９（木） 

    「おばあちゃんのおせち」の学習から 
 

 「自分たちは、多くの高齢者に支えられて生活していることを知り、高齢者に

対して尊敬と感謝の念をもって生活しようとする。」について考える学習を行い

ました。 

 主人公は、おばあちゃんの家に行き、おばあちゃんと一緒におせち料理を作る

ことで、その大変さやおばあちゃんの思い、さらに、一品一品に意味があること

や昔の人の知恵などを知ります。子供たちは、料理がいつもよりおいしく感じた

わけを考えました。「自分も一緒につくったから。」「おせち料理の意味や昔の人

の知恵を知ったから。」「おばあちゃんのみんなを思う気持ちがこもっているか

ら。」という意見がでました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習の終わりには，どんな人たちが自分たちの生活を支えてくれているのか

を考えました。自分の祖父母や見守りボランティアの方々の存在に気づき、感謝

の気持ちをもつことができました 

 

 

 

 

 

 

 

 

道徳だより 


